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　感染症サーベイランス事業の一環として、各定

点病院から毎月報告されたデータをもとに「病原

微生物検出状況報告（医療機関集計）」として集

計した。また地研、保健所と定点以外の医療機関

からの情報は「地研、保健所集計」として計上し

た。 

　2001年4月から2002年3月までの病院報告と地研、

保健所集計（糞便、河川水、下水、食品由来）を

表1に示し、表2にはStaphylococcus aureusを

MRSAとMSSAとに分けて示した。表３にはSal-

monellaの検出状況を由来別に示し、表４、5には

病原性大腸菌の分離状況等を示した。 

 

１．病原菌検出状況報告 

　１）病院報告（表1） 

　　糞便：報告数　76件 

　　S.aureus 55件、Salmonella 3件、 

　　Escherichia coli 8件、Vibrio  

　　parahaemolyticus 10件等の報告があった。  

　　穿刺液：報告数　31件 

　　S.aureus 16件、E.coli 4件、 

　　Staphylococcusコアグラーゼ陰性2件、 

　　Klebsiella Pneumoniae４件の報告があった。 

　　髄液：報告数　4件 

　　S.aureus　2件、E.coli １件、 

　　Haemophilus inflienzae  1件の報告があった。 

　　咽頭・鼻咽喉：報告数　251件 

　　H.influenzae 129件、Streptococcus  

　　A群 36件、S.pneumoniae 86件の報告があった。 

　　喀痰・気道：報告数　596件 

　　S.aureus 281件、P.aeruginosa 137 

　　件等の報告があった。 

　　血液：報告数　45件 

　　Staphylococcusコアグラーゼ陰性15件、　　

　　S.aureus 16件、E.coli 10件等の報告があった。 

　　尿：報告数　410件 

　　E.coli 93件、Enterococcus 78件、 

　　S.aureus 35件、Staphylococcusコアグラーゼ

　　陰性 73件等の報告があった。 

　　陰部・尿道・頸管擦過物（分泌物）： 

　　報告数　205件 

　　C.albicans 154件、Streptococcus B 

　　群 50件、N.gonorrhoeae 1件の報告があった。 

２）MRSAとMSSAの分離状況（表2） 

　　MRSAは345件報告され、S.aureus 414件の約

　　83％であった。喀痰・気道、糞便から多くの

　報告があった。 

３）地研・保健所・その他の医療機関からの報告

　（表1） 

　糞便：報告数　107件 

　E.coli 66件、Salmonella 12件、 

　S.aureus 8件、V.parahaemolyticus 21件などの

　同定、血清型別、毒素の確認等を実施した。  

　河川水・下水：報告数　74件 

　Salmonella 36件、E.coli 24件等を分離した。 

　食品：報告数　4件 

　V. parahaemolyticus 3件、S.aureus  

　1件を散発事例において分離した。 

 

２．その他 

　当所で検出されたSalmonella の血清型を表3に

示す。河川からは、S.Enteritidis、S.Infantis等が

検出された。 

　下水からは、S.Infantis、S.Typhimurium等が分

離された。ヒトからはS.Enteritidis、S. Typhimuri-

um等が分離された。 

病原微生物検出状況報告 

【微生物科】 



52

病原性大腸菌は表４，５に示した。腸管出血性大

腸菌（EHEC/VTEC）が24株、その他が67株当所

で検出された。 

　腸管出血性大腸菌のパルスフィールド電気泳動

法によるパターン分類では家庭内事例等から同一

のパターンが認められ、感染源が同一であるか、

ヒトからヒトへの感染があったことが示唆された。 
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